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学
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中
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の
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中
学
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の
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最優秀賞 
植柳小３年　　安田　風子 

最優秀賞 
七条中３年　　松本　一希 

優秀賞 
淳風小２年　　小川　梓 

優秀賞 
西大路小１年　　乾井　彩 

優秀賞 
皆山中２年　　中野　亮 

優秀賞 
梅逕中１年　　中川　柚香 

小・中学校人権ポスター展 小・中学校人権ポスター展 小・中学校人権ポスター展 

芸
術
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

区
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
芸
術
活
動

の
発
表
と
交
流
の
場
と
し
て
、
２

年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
祭
典
で

す
。今

回
は
、
日
ご
ろ
か
ら
自
主
的

に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
で
、
日
舞

・
洋
舞
・
邦
楽
・
洋
楽
な
ど
の
舞

台
発
表
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

区
内
に
在
住
か
、
通

勤
・
通
学
の
個
人
ま
た
は
団
体
。

出
演
時
間

２０
分
以
内

出
演
料

無
料
（
た
だ
し
、
衣
装

・
道
具
・
楽
器
搬
送
な
ど
は
出
演

者
負
担
）

応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
出
演
内
容
・
所

要
時
間
を
記
入
の
う
え
、
１
月
３０

日
ま
で
に
、
地
域
振
興
課
ま
で
郵

送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

３
月
１３
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

大
谷
ホ
ー
ル
（
下
京
区
諏

訪
町
通
六
条
下
る
上
柳
町
）

問
合
せ

地
域
振
興
課

長
講
堂
は
、
寿
永
２
年
（
１

１
８
３
）、後
白
河
法
皇
が
六
条

西
洞
院
に
六
条
御
所
を
構
え
た

内
に
、
持

仏
堂
と
し

て
創
建
さ

れ
た
。
正

式
に
は

ほ
っ
け
ち
ょ
う

「
法
華
長

こ
う
み

だ
さ
ん

講
彌
陀
三

ま
い
ど
う

昧
堂
」
と

い
う
。

法
皇
は
、
多
く
の
荘
園
を
寄き

進
す
る
と
と
も
に
「
長
講
堂
起

し
ょ
う
請
五
ケ
条
」を
定
め
、
そ
の
護

持
を
図
っ
た
。

し
か
し
、
兵
乱
の
多
い
京
都

で
は
火
災
も
多
く
、
長
講
堂
も

度
々
被
災
し
寺
域
は
狭
く
な
り
、

天
正
１８
年（
１
５
９
０
）、
豊
臣

秀
吉
に
よ
る
地
区
整
備
の
際
に
、

下
寺
町
に
あ
た
る
現
在
の
地
に

移
転
し
た
。

本
尊
の「
阿
弥
陀
三
尊
」は
、

じ
ょ
う
ち
ょ
う
は
い
ん
そ
ん

定

朝
派
印
尊
の
作
と
考
え
ら

れ
、国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
。

じ
ょ
う
ぼ
ん
じ
ょ
う

中
央
の
阿
弥
陀
仏
は
、
上
品
上

し
ょ
う
い
ん

生
印
を
結
び
豊
か
な
慈
悲
心
を

漂
わ
せ
る
。
両
脇
の
蓮
華
を
も
せ
い
し

つ
観
音
菩
薩
と
合
掌
す
る
勢
至

菩
薩
は
、
片
足
を
蓮
台
の
下
に

垂
ら
し
人
々
を
救
お
う
と
す
る

動
き
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

ま
た
、
法
皇
殿
に
安
置
さ
れ

て
い
る
後
白
河
法
皇
御
尊
像
も
、

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
毎
年
４
月
１３
日
の
法
皇
忌

に
特
別
公
開
さ
れ
る
。

有
料
道
路
料
金
所
で
の
割
引
の

確
認
方
法
が
変
更
さ
れ
、
割
引
証

明
を
受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
現
行
の
割
引
証
は
５
月
末

日
で
廃
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
機
器
を
利
用
さ
れ
る
方
に
つ

い
て
も
割
引
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
�
現
在

お
持
ち
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
、
�
車
検
証
、
�
運

転
免
許
証
（
障
害
者
本
人
が
運
転

の
場
合
）
を
ご
持
参
の
う
え
、
福

祉
課
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

な
お
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、前
記
�
〜
�
に
加
え
て
、

障
害
者
本
人
名
義
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー

ド
及
び
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書
も
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
保
健
福
祉
局
障
害
保

健
福
祉
課
（
�
２５１
・
２
３
６
１
）

市
で
は
、
乳
幼
児
医
療
費
支
給

制
度
の
改
正
を
平
成
１５
年
９
月
に

行
い
、
対
象
年
齢
を
小
学
校
就
学

前
ま
で
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

３
歳
未
満
の
お
子
様
の
外
来
受

診
と
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
入

院
受
診
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険

証
と
一
緒
に
、
乳
幼
児
医
療
費
受

給
者
証
を
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

に
提
示
し
て
い
た
だ
く
と
、
一
医

療
機
関
に
つ
き
、
１
ヵ
月
２００
円
の

一
部
負
担
金
で
受
診
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
受
給
者
証
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
お
子
さ
ん
の
名
前
が

載
っ
た
健
康
保
険
証
（
原
本
）
を

ご
持
参
の
う
え
、
福
祉
課
で
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
３
歳
以
上
の
外
来
受
診

に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
な
ど
の

窓
口
で
、
医
療
保
険
の
自
己
負
担

（
３
割
な
ど
）
を
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
が
、
そ
の
額
が
１
ヵ
月

で
８
千
円
（
複
数
の
医
療
機
関
に

通
院
し
た
場
合
は
合
算
が
可
能
）

を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
額

を
払
い
戻
し
ま
す
。
医
療
機
関
な

ど
で
は
、
必
ず
領
収
書
（
患
者
名

・
保
険
診
療
点
数
・
受
診
日
の
明

記
さ
れ
た
も
の
）
を
受
け
取
り
、

福
祉
課
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

後
日
、
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。

払
戻
手
続
き
の
必
要
書
類

１

領
収
書
の
原
本
（
患
者
名
・

保
険
診
療
点
数
・
受
診
日
の
記
載

さ
れ
た
も
の
）

２

お
子
様
の
名
前
が
載
っ
た
健

康
保
険
証
（
原
本
）

３

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

（
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方

の
み
）

４

振
込
先
の
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
郵
便
貯
金
は
お
取
扱
い

で
き
ま
せ
ん
）

そ
の
他

印
鑑
や
保
険
者
か
ら
の

医
療
費
支
給
証
明
証
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

福
祉
課
福
祉
係

近
年
、
住
宅
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
ダ
ニ
な
ど
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ

ー
や
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど

の
揮
発
性
有
機
化
合
物
な
ど
に
影

響
を
受
け
た
体
調
不
良
な
ど
、
住

ま
い
を
原
因
と
す
る
健
康
被
害
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
室
内
環
境
の
汚
染

が
引
き
起
こ
す
さ
ま
ざ
ま
な
体
調

不
良
を
総
称
し
て
、
一
般
に
「
シ

ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

対
策
�

換
気
を
し
ま
し
ょ
う

換
気
は
、
部
屋
に
た
ま
っ
て
い

る
汚
れ
た
空
気
を
き
れ
い
に
す
る

基
本
的
で
有
効
な
方
法
で
す
。

特
に
冬
の
季
節
は
、
暖
房
時
に

換
気
を
忘
れ
が
ち
な
の
で
、
１
時

間
に
５
分
程
度
、
定
期
的
に
換
気

を
す
る
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

対
策
�

整
理
、
清
掃
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う

掃
除
を
こ
ま
め
に
行
い
、
ダ
ニ

や
カ
ビ
な
ど
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。
特
に
、
暖
房
時
の
結
露
は
、

カ
ビ
な
ど
の
発
生
原
因
に
な
り
や

す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
ま
い
に
は
、
利
便
性
を
求
め

る
だ
け
で
な
く
、
健
康
へ
の
配
慮

も
必
要
に
な
り
ま
す
。
快
適
な
住

ま
い
づ
く
り
の
た
め
に
、
日
ご
ろ

の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
も
大

切
で
す
。

保
健
所
で
は
、
住
ま
い
の
衛
生

（
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
な
ど
）

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
家
庭
の
ダ

ニ
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
簡
易
測
定
や
、

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
室
内
空

気
環
境
の
簡
易
測
定
も
必
要
に
応

じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

衛
生
課

昨
年
は
、
宮
城
県
、
北
海
道
で
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
以
上
の
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
南

海
・
南
海
地
震
が
今
世
紀
前
半
に

発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
予
測

さ
れ
て
お
り
、
地
震
に
対
す
る
不

安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
多

数
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
原
因
の
多
く
は
建
物
内

で
の
圧
死
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

こ
れ
を
教
訓
に
、
市
で
は
、
特
に

被
害
例
の
多
か
っ
た
古
い
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
様
が
所

有
さ
れ
て
い
る
木
造
住
宅
に
つ
い

て
、
市
が
費
用
の
一
部
を
負
担
し

て
耐
震
診
断
士
を
派
遣
す
る
も
の

で
す
。利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
し
込
み
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。な

お
、
借
家
の
方
は
、
所
有
者

と
相
談
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

対
象
建
物

昭
和
５６
年
５
月
３１
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
延
べ
面
積
が

２００
�
以
下
の
木
造
住
宅

申
込
先

�
京
都
す
ま
い
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
（
�
６９３
・
５
１
３
１
）

申
込
者
負
担
金

３
千
円

そ
の
他

申
込
書
は
、
地
域
振
興

課
及
び
問
合
せ
先
で
配
付
。
都
市

計
画
局
指
導
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http���w
w
w
.city

.kyoto
.

jp�tokei�sidou�

）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ

市
都
市
計
画
局
指
導
課

（
�
２２２
・
３
６
２
０
）
ま
た
は
�

京
都
す
ま
い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

Ｑ
私
は
こ
れ
ま
で
母
を
扶
養

親
族
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
の
４
月
に
、
そ
の
母
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
平
成
１６
年
度
の
市

・
府
民
税
の
申
告
で
は
、
私
は
母

の
扶
養
控
除
を
受
け
ら
れ
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
市
・
府
民
税
の
扶
養
控
除

は
、
扶
養
さ
れ
る
方
が
、

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１

生
計
を
一
に
す
る
親
族
で
あ

る
こ
と
（
同
居
・
別
居
は
問
い
ま

せ
ん
）

２

他
の
人
の
扶
養
親
族
で
な
い

こ
と

３

扶
養
さ
れ
る
方
の
合
計
所
得

金
額
が
３８
万
以
下
で
あ
る
こ
と

４

事
業
専
従
者
で
な
い
こ
と

ま
た
、
扶
養
親
族
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
は
、
通
常
、
前
年
の
１２

月
３１
日
の
状
況
に
よ
っ
て
判
定
し

ま
す
が
、
そ
の
方
が
、
年
の
途
中

で
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、
死
亡
時

の
状
況
で
判
断
し
ま
す
。

今
回
の
場
合
、
お
母
様
が
亡
く

な
ら
れ
た
時
点
で
、
扶
養
控
除
の

条
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
あ
な
た

の
扶
養
親
族
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
税
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

阪神・淡路大震災では６，４００名を超
える尊い命が失われましたが、９年が
過ぎ、市民の防災意識が年々風化して
いると耳にします。昨年１２月には下京
区総合防災訓練を行いましたが、もう
一度地震対策を考えてみませんか。
今回は、阪神・淡路大震災での教訓
を踏まえたお話をします。
Ｑ 住民はどのような防災活動を行っ
たのですか。
Ａ 地震では多くの家が倒壊し、何万
人もの方が下敷きになったり閉じ込め
られたりしましたが、ほとんどは周囲
の方に救出されました。命を救ったの
は、ご近所の方だったのです。「あのと
きに力となったのは、日ごろからの地域
の連帯だった。」神戸の人たちが身をも
って教えてくれたのは、隣近所のつな
がりの大切さでした。
Ｑ 大地震が発生した場合、何をすれ
ばよいのでしょうか。
Ａ 揺れが大きい場合、どこにいても
最初の１分間は、まず、自分の身の安
全を守ることが必要です。テーブル・
机・ベッド・布団などの下にもぐり込
み、座布団などで頭を保護しましょう。
揺れがおさまったら、ドアや窓を開け
て逃げ道を確保し、火の始末をします。
慌てず、落ち着いて行動することが大
切です。
また、京都市に大地震が発生した場

合、最新の被害想定では９６件の火災が
発生すると予想されています。消防局
は最大限の努力をして消火や救助に当
たりますが、それでも限界があります。
そこで、まず火を出さないこと、早い
段階で消すこと。更に、救助が必要な
人をできる限り助け出していただくと
いう、住民の皆さんの初期活動がとて
も重要になります。
Ｑ 災害に備えて、どのような取り組
みが行われていますか。
Ａ 住民自らが地震や火事などの災害
に対応できるように、市内全域で学区
を単位とした自主防災会や町内会を単
位にした自主防災部が結成されていま
す。特に自主防災会では、災害が起こ
ったときのために、情報班・消火班・
救出救護班・避難誘導班・給食給水班
などを作り、皆さんが活動能力を身に
つけるための訓練が行われています。
また、消防局では、住民の皆さんが
自分たちのまちの防災について自ら考
え、話し合い、その内容を、地域の実
情に応じた町内版の防災計画としてま
とめる「身近な地域の市民防災行動計
画」づくりのお手伝いをしています。
災害時は、一人一人がバラバラに行
動するよりも、地域の人々が協力して
防災活動に当たるほうが効果的です。
日ごろから地域の人々との交流を深め、
自主防災活動に関心を持ち、災害に強
いまちづくりを目指しましょう。

応急手当の講習会を開催します�
日時 平成１６年２月６・１３日（金）
いずれも午後１時３０分～４時３０分
（都合の良い日をお選びください）
場所 ひと・まち交流館 京都
内容 ・心臓や呼吸が止まった場合の

手当
・止血の方法 など

対象 区内に在住か通勤されている方
費用 無料 定員 各９０名
申込み 電話で下京消防署救急係まで
（�３６１・４４１１）

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
け
す
ぞ
う
君

で
す
。

本
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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けすぞう君の防災 Q&A 地域ぐるみで災害に備えよう�

「亡くなった場合の 
　　　　扶養控除は？」 

�
元六条御所 長講堂
（富小路五条下る本塩竈町）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

２
月
２
日
は
、

市
・
府
民
税

第
４
期
分
の
納
期
限
で
す

＊
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
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後白河法皇念持仏
阿弥陀三尊（重文）

ご
存
知
で
す
か
？
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乳乳
幼幼
児児
医医
療療
費費
支支
給給
制制
度度
がが

拡拡
充充
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす

人権啓発ポスター展には、小学生
から４７作品、中学生から２７作品の応
募がありました。厳正な審査の結果、
選ばれた優秀作品６作品をご紹介し
ます。

新新
年年
明明
けけ
まま
しし
てて

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

区区
民民
のの
皆皆
様様
にに
はは
、、
新新
しし
いい
年年
をを

健健
やや
かか
にに
おお
迎迎
ええ
のの
ここ
とと
とと
おお
慶慶
びび

申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。

ささ
てて
、、
下下
京京
のの
まま
ちち
はは
、、
そそ
のの
悠悠

久久
のの
歴歴
史史
のの
中中
でで
、、全全
国国
にに
誇誇
るる
様様
々々

なな
産産
業業
やや
文文
化化
をを
町町
衆衆
のの
活活
力力
でで
育育

んん
でで
きき
まま
しし
たた
。。

今今
年年
、、
下下
京京
区区
はは
、、
誕誕
生生
１１２２５５
年年
をを

迎迎
ええ
まま
すす
。。
私私
はは
、、
ここ
のの
素素
晴晴
らら
しし

いい
伝伝
統統
をを
更更
にに
発発
展展
ささ
せせ
、、
区区
民民
がが

誇誇
りり
をを
持持
っっ
てて
、、
楽楽
しし
くく
安安
心心
しし
てて

住住
みみ
続続
けけ
らら
れれ
るる
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
目目

指指
しし
、、
皆皆
様様
とと
のの
強強
いい
パパ
ーー
トト
ナナ
ーー

シシ
ッッ
ププ
のの
もも
とと
、、
区区
政政
のの
推推
進進
にに
努努

めめ
てて
参参
るる
決決
意意
でで
おお
りり
まま
すす
。。

区区
民民
のの
皆皆
様様
のの
区区
政政
へへ
のの
一一
層層
のの

ごご
支支
援援
・・
ごご
協協
力力
をを
おお
願願
いい
申申
しし
上上

げげ
まま
すす
とと
とと
もも
にに
、、
今今
年年
一一
年年
のの
皆皆

様様
のの
ごご
健健
康康
とと
ごご
多多
幸幸
をを
心心
かか
らら
祈祈

念念
致致
しし
まま
すす
。。

下下
京京
区区
長長

竹竹

井井

勝勝

下
京
芸
術
文
化

下
京
芸
術
文
化 

下
京
芸
術
文
化

下
京
芸
術
文
化 

下
京
芸
術
文
化 

舞
台
発
表
　
参
加
者
募
集

舞
台
発
表
　
参
加
者
募
集 

舞
台
発
表
　
参
加
者
募
集

舞
台
発
表
　
参
加
者
募
集 

舞
台
発
表
　
参
加
者
募
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通

河
原
町
通
 

五条通五条通 

六条通六条通 

富
小
路
通

富
小
路
通
 

ひ
と
ま
ち
 

交
流
館
 

六条通 

長講堂 

河
原
町
通
 

五条通 

富
小
路
通
 

応
援
し
ま
す
！

応
援
し
ま
す
！
 

木
造
住
宅

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

の
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診
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診
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暖房器具暖房器具を使用するこの季節季節 

こまめに換気換気と清掃清掃を！ 
暖房器具を使用するこの季節 

こまめに換気と清掃を！ 

シックハウス症候群対策症候群対策 シックハウス症候群対策症候群対策 シックハウス症候群対策 

文化財防火運動 文化財防火運動 1月２３～２９日まで 1月２３～２９日まで 
文化財文化財を火災か火災から守ろう！ 文化財を火災から守ろう！ 

障害者の 

有料道路通行料金 
　　割引制度が改正 
有料道路通行料金 
　　割引制度が改正 
有料道路通行料金 
　　割引制度が改正 
有料道路通行料金 
　　割引制度が改正 
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